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☘高校生が募金活動を支援！！☘
8月28日、雨降りの肌寒い中24時間テレビ 「愛は地球を救う」募金活動が行われました。初めてボランテ

ィア参加した遠野高校３年の菊池咲帆さんは、「今度は福祉施設でボランティアをしてみたい。」と意欲を示

していました。

皆様から送られた募金は、テレビ岩手を通して、福祉や社会支援のために活用されます。
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令和４年９月30日まで

令和４年12月28日まで

令和４年12月28日まで

令和４年12月28日まで

令和５年３月31日まで

2022.９とおの社協　福祉だより３

【対象団体】ボランティア団体、自治会等の住民グループ等

【対象経費】幼児・児童・生徒、高齢者、障がい児・者、その他住民を対象として行う地域での

福祉活動を目的に実施する事業経費

【応募方法】

本会が指定する応募書類にて申請してください。

申請用紙は、遠野市社協ホームページでダウンロードできるほか、

遠野市共同募金委員会（遠野市社会福祉協議会内）にもあります。

また、郵送でも対応いたします。

【問い合わせ】遠野市共同募金委員会　☎ 62-8459

応募受付期間：

令和４年10月１日～令和４年12月31日
事業実施期間：

令和５年４月１日～令和６年３月31日
助 成 額：１団体10万円以内（千円単位）。

助成総額：70万円を限度とします。

応募受付期間：

令和４年９月15日～令和４年10月19日
事業実施期間：

令和４年12月１日～令和５年３月31日
助成額：

１団体10万円以内（千円単位）。

～令和５年事業公募～ ～令和４年事業　第３次公募～

「地域福祉活動」助成事業、募集します！
住民参加によるコミュニティづくりの推進を目的に、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづく

り」活動を支援するため、住民を対象として行う地域での福祉活動に助成します。「こんなことでき

たらいいな」を応援します。まずはご相談ください！

災害義援金について～ご協力のお願い～

令和4年8月大雨福井県災害義援金（福井県共同募金会）

令和4年7月15日からの大雨に係る災害義援金

（宮城県共同募金会）

石川県8月大雨災害義援金（石川県共同募金会）

令和4年8月山形県大雨災害義援金（山形県共同募金会）

令和4年8月大雨災害青森県義援金（青森県共同募金会）

令和4年8月新潟県大雨災害義援金（新潟県共同募金会）

名　　称

１

３

４

５

６

２ 令和４年10月31日まで

募集期間

【問い合わせ先】遠野市共同募金委員会　（遠野市社会福祉協議会内）　☎ 62－8459

遠野市共同募金委員会では、被災された方々を支援するための義援金を下記の

とおり受け付けています。寄せられた義援金は、当該県の共同募金会、配分委員

会を通じて被災者の方へ公正・適正に配分されます。



地域福祉情報

<小友町>活動情報　「長野地域ふれあい協議会」（中山間妻の神・下川原・荒谷荷沢集落協定）

集落協定で実施する交通支援は市内では初！！
＝通院・買い物支援送迎バス運行＝

6月23日、小友町長野地域において、通院・買い物支援

送迎バスの出発式が行われました。この事業は中山間集落

協定で「長野地域ふれあい協議会」を設立し、地域内の免

許返納者等の65歳以上の高齢者を対象に毎月第２・第４木

曜日に実施されています。小友町内を経由し、とぴあ前・

遠野病院前までの往復コースが運賃無料で利用できます。

また、運行にあわせて地域住民ボランティアが車両に同

乗し、乗降時や買い物時の支援も行われております。利用される方々は、「足腰が弱り、バス停まで

行くのも年々大変になり、交通支援は非常に助かります。」と話されておりました。

集落協定で実施する交通支援は市内では初めてであり、今後の取り組みに注目されています。

サロン交流会「さなぶり」

「さなぶり」という言葉を知っていますか？一般的に、田植えが終わった休みのことを言うようで
す。さて、小友町では田植えが終わって一息ついた6月26日、町内でサロンを開催している4団体合
同で交流会「さなぶり」が開催されました。
コロナ禍においても住民同士の交流を図ろうと、各サロンの代表者が集まって検討を重ねて企画し

ました。
当日は久しぶりの集まりに、緊張の面持ちで席に着いた参加者の皆さんでしたが、司会者が軽妙な

語り口でそれぞれのサロンを紹介すると、たちまち緊張もほぐれ、笑顔で交流会開始となりました。
踊りのボランテイア団体「おとめ座」の公演に続き、地域のサロン「陽だまり」のメンバーも踊り

を披露しました。
コロナ感染防止対策のため、「口を開くのは私だけよ！」
と司会者が采配を振るい、集まった方々はマスクの下で笑
顔いっぱいの時間を過ごしました。
あっという間に終わりの時間となり、最後に司会者が

「皆さん、実施を決断した各サロンの会長さんに『楽しか
った、良くやった！』と声掛けしてほめてくださいね」と
締めくくると、会場の皆さんは大きく頷いて賛同していま
した。
「コロナ禍だからこそ、工夫して出来ること」が大成功し
た「さなぶり」交流会でした。

４2022.９ とおの社協　福祉だより

出発式後、支援バスが発運行

感染症対策を徹底しながら、公演鑑賞

みんなおんでや～
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～気軽に・楽しく・無理なく～　　 木曜会代表：松森恵子氏

小林地区では、その名のとおり毎週木曜日に活動しているサロン「木曜会」があります。

平成26年度、遠野市主催「元気らくらく高齢者体力アップ教室」に参加した３名が、体力づくり

の大切さを学び、教室終了後、「このまま終わるのはもったいない」との思いからサロン立ち上げに

至りました。

初めは施設管理サービスによる体操指導も受け、介護予防と地域交流の両面を大事に、活動してい

ます。また、年間計画の中に地区相談員との交流の機会も設け、普段の活動との違いが新鮮さを覚え

ます。

このように活動している「木曜会」ですが、会

員の高齢化による参加者減少と、コロナ禍による

活動制限が嘆かれます。しかし、そんな中でも、

７月７日、丸ごと相談員により「身体を動かす事

だけでなく、頭を使うことが認知症予防につなが

る」ということをクイズやゲームで楽しく確認で

きました。

木曜会のモットーは「気軽に、楽しく、無理な

く」。今後も元気な身体の維持と仲間との交流の

場として、活動をなくすことなく続けていきたい

です。

～名もなきボランティアたち～　　　　 片岸地区：小玉義則氏

片岸地区は保育園・小学校・児童館があり、

日々子供達の姿に元気をもらっている地区です。

いつ頃から始まったかわからないのですが、誰

に言われるわけでもなく、草が目立てば草刈り、

花壇の雑草が気になれば草取りをする先輩達がい

ました。その当時、仕事が忙しかった自分は、そ

んな先輩の姿を横目で見ながら過ごしていまし

た。しかし、先輩達の年齢に近づき、地域に目を

向けることができるようになり、気付けば、同年

代の仲間が先輩達と同じ事をしていました。そし

て、そんな仲間の姿に、先輩達が何を言うこともなく、自分達の姿と地域に対する思い、助け合いの

精神を見せてくれていたのだと思い至りました。どこの地区でもやっている事とは思いますが、今、

自分達が行っている事は、気付いた人が、気付いた所を、無理なく行っているということです。

組織の名前はなく、地域を大切にする心を先輩方から引き継いでいるだけです。自分達が先輩の姿

から感じた事を、次世代にも伝えることが出来れば幸いと思います。

「うでじゃんけん」で脳トレーニング中

保育園、児童館、附馬牛小学校に分散し、草刈り実施
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遠野市地域活動支援センター「カムカム」では、普段の活動場所である

「ちょボラ」を飛び出し、身近な居場所づくりや障がいに対する地域住民の

啓発を目的に、地区丸ごと相談員と協力し、地域に出向いての「地活」を土

淵地区センターの一室をお借りして開催しました。

これまでに７月、８月に各１回、午前10時～午後３時の時間帯でコーヒ

ーやお茶を飲みながらの茶話会を中心に参加者同士、ゆったりと過ごしてい

ただきました。

当日は、当事者、地区の民生委

員、地域住民、当事者団体などの皆

様に足を運んでいただき、地域在住

の地活利用者にコーヒーをハンドド

リップで淹れてもらうなど、受け入

れ側のスタッフとしての活躍の機会

にもなり、皆様からも大好評でし

た。今後も、感染症対策に留意しな

がら開催を計画していきたいと思っ

ております。

※　地域活動支援センター カムカム とは、障がいをお持ちの方が自由に通い、仲間と

の交流や創作活動等を通して、自立した日常生活を営むことが出来るように過ご

す場所です。中央通りにある「市民交流サロンちょボラ」の中にあります。

釜石・遠野地域成年後見センターの高橋です。

今回は、８月25日（木）に行いました「市民後見人フォローア

ップ研修」の取組について報告させていただきます。

当センターでは、身近な地域の成年後見制度の担い手である市

民後見人を育成するため、令和２年９月から10月にかけて市民

後見人養成講座を実施し、遠野市・釜石市・大槌町の方19名が修

了されました。今回の市民後見人フォローアップ研修は、スキル

アップとモチベーション維持を図るために行われたものです。

今回は講師をお招きし、成年後見制度についての復習や意思

決定支援をテーマに説明を受け、市民後見人養成講座修了生か

らの活動報告、実際に後見業務を行っている専門職とのミニ交流会を行いました。

参加された市民後見人養成講座修了生からは、「実際に活動されている事例を聞くことが出来

て、支援の理解が深まった」、「様々な活動で活かしていきたい」、「もっと勉強したい」等のお

声をいただきました。

<権利擁護に関する相談窓口>　釜石・遠野地域成年後見センター　遠野サテライト

（遠野市社会福祉協議会内） ☎　080－1660－3463

～　権利擁護コーナー　～

市民後見人養成講座修了生と

専門職との交流会

ゆったり過ごす地域の方々

地域の居場所づくり　土淵地区センター

遠野市地域活動支援センター 「カムカム」が出張！！

どなたでも大歓迎

ドリップコーヒーで

おもてなし

市民後見人の活躍について



フードバンクへの食糧寄付のお願い

～　長期保存可能な食糧品を随時募集しております　～

食糧支援は、生活困難な方が次のステージに進

むために大きな役割を果たします。

●常温保存可能で賞味（消費）期限が3ケ月以上あ

るもの

●未開封で賞味期限の記載があるもの　　　　　　　　　

※　バラの物でも賞味期限の記載があるものは可

※　お米（精米、玄米ともに前年度までのもの）

※　青果物、日用品、アルコール類はお受けでき

ません

７ 2022.９とおの社協　福祉だより

無料弁護士相談【要予約】

心配ごと相談

住民が抱える様々な相談に対し、解決へのアド

バイスや専門機関及び関係機関への紹介を行って

います。また、遠野ひまわり基金法律事務所の協

力を得て、無料弁護士相談を実施しています。

一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

◇遠野地区：遠野市総合福祉センター相談室

☎　62‐9260（開設時のみ）
日時：10月７日（金）、21日（金）

11月４日（金）、18日（金）

午前10時～午後４時

◇宮守地区：宮守総合支所相談室

☎　67‐2833
日時：10月19日（水）、11月16日（水）

午前10時～午後３時

※一人30分から１時間以内となります。

◇宮守総合支所相談室

10月19日（水）午前10時～午後５時

◇遠野市総合福祉センター相談室

11月18日（金）午前10時～午後５時

【予約・問い合わせ】遠野市社会福祉協議会

地域福祉課　　　　☎ 62－8459

宮守福祉センター　☎ 67－2833

皆様からのご寄付は「NPO法人フードバンク岩

手」まで届けられ、県内の生活にお困りの方への

支援に使用されています。温かいご支援をよろし

くお願い致します。

東中学校ＰＴＡの保護者会の時

に、父兄の皆様が持参して下さ

った食品の写真です。

ご厚意有難うございました

ご支援いただいた皆様

明治安田生命　様

保　育　協　会　様

東中学校ＰＴＡ　様

第９回遠野市社会福祉大会　
遠野市の地域福祉の向上を目的に、開催され

ます。

日時 11月11日（金）９時30分から
・大会は被表彰者のみで行う表彰式典のみとな

ります。

令和５年度　職員募集（看護師・准看護師） 

◆雇用形態　正職員

◆就業場所　デイサービスまたはショートステイ

◆募集期間　令和４年９月15日～11月４日

◆試 験 日　令和４年11月19日（土）　

◆試験内容　書類選考、面接、筆記試験「作文」

※　詳細はハローワーク求人情報及びホームページでご確認ください。

【担当】総務企画課　☎ 62－8459

看護師または

准看護師
１名

募集職種 採用人数
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様
（
下

鱒

沢
）

菊

池

テ

ル

様
（
下

鱒

沢
）

平

賀

敬

子

様
（
下

鱒

沢
）

多

田

謙

吉

様
（
下

宮

守
）

伊
勢
崎

セ

ツ

様
（
小

友

町
）

及

川

惠

子

様
（
小

友

町
）

小

原

恵
美
子

様
（
小

友

町
）

菊

池

英

子

様
（
小

友

町
）

菊

池

喜
美
子

様
（
小

友

町
）

菊

池

精

四

様
（
小

友

町
）

菊

池

セ
ツ
ヨ

様
（
小

友

町
）

菊

池

ハ

ル

様
（
小

友

町
）

菊

池

良

市

様
（
小

友

町
）

小

松

ア

キ

様
（
小

友

町
）

昆

野

八
百
子

様
（
小

友

町
）

仙

内

章

様
（
小

友

町
）

松

田

幸

吉

様
（
小

友

町
）

松

田

正

美

様
（
小

友

町
）
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テ
ー
マ
「
た
す
け
あ
い
」

ま
た
は
「
溽
暑
（
じ
ょ
く
し
ょ
）
」

〒
0
2
8
-0
5
4
1
　
遠
野
市
松
崎
町
白
岩
字
薬
研
淵
1
-3

遠
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L
：
0
1
9
8
-6
2
-8
4
5
9
　
F
A
X
：
0
1
9
8
-6
2
-9
3
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
: h
ttps://w

w
w
.ton
o-sh
ak
y
o.jp

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

『
た
す
け
あ
い
』

こ
の
道
は

明
日
は
我
身
と

助
け
合
う

（
小

友

町
）

菊

池

昭

夫

救
け
あ
い

愛
和
の
き
ず
な

あ
た
た
か
い

（
青

笹

町
）

菊

池

一

夫

災
害
や

隣
り
近
所
の

た
す
け
あ
い

（
青

笹

町
）

菊

池

昌

子

た
す
け
あ
い

若
き
も
老
い
も

日
は
照
ら
す
（
青

笹

町
）

櫻

井

長

子

た
す
け
あ
い

西
日
を
遮
る

朝
顔
に

（
宮

守

町
）

佐

藤

芳

子

コ
ロ
ナ
渦

命
の
尊
さ

助
け
合
い

（
上

郷

町
）

多

田

弘

志

ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
家
族
を

助
け
合
ひ

（
土

淵

町
）

立

花

ヤ

エ

世
界
の
輪

ひ
と
り
一
人
の

た
す
け
あ
い

（
中
央
通
り
）

新

田

マ

サ

ふ
れ
あ
い
で

み
ん
な
仲
良
く
「
た
す
け
あ
い
」
（
宮

守

町
）

平

賀

敬

子

共
稼
ぎ

家
事
分
担
で

た
す
け
あ
い

（
大

工

町
）

三

浦

幸

枝

『
溽
暑
（
じ
ょ
く
し
ょ
）
』

湿
り
風

肌
に
残
り
て

溽
暑
か
な

（
大

工

町
）

太

田

清

子

梅
雨
明
け
の

季
節
外
れ
の

蒸
し
暑
さ

（
青

笹

町
）

菊

池

松

美

眠
ら
れ
ぬ

溽
暑
の
夜
中

蛙
鳴
く

（
松

崎

町
）

鈴

木

行

雄

溽
暑

青
空
こ
い
し

雨
な
が
き

（
上

郷

町
）

多

田

久
美
子

溽
暑

日
陰
低
空

赤
ト
ン
ボ

（
附
馬
牛
町
）

新

田

重

助

昼
顔
も

打
水
さ
そ
う

溽
暑
か
な

（
鶯

崎

町
）

松

木

忠

い
い
当
た
り

溽
暑
も
飛
ば
す

ホ
ー
ム
ラ
ン
（
大

工

町
）

三

浦

芳

昌

蒸
し
暑
い

夜
の
灯
り
に

羽
根
の
蟻

（
小

友

町
）

唯

是

榮

子

涼
風
や

溽
暑
和
ら
ぎ

秋
の
空

（
松

崎

町
）

渡

辺

セ
ツ
子

◆
「
奥
の
細
道
」
俳
句
・
川
柳
募
集

題
材
「
さ
さ
え
あ
う
」
ま
た
は
「
秋
刀
魚
（
さ
ん
ま
）
」
（
自
信
作
を
一
句
）

10
月
20
日
必
着
。は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、お
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
投
句
先

遠
野
市
松
崎
町
白
岩
字
薬
研
淵
１
‐
３

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
奥
の
細
道
」
係

※
（
裏
面
）
俳
句
等
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
氏
名
の
記
載
が
な
い
も
の
や
題
材
が
違
う
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

と
お
の
社
協
　
福
祉
だ
よ
り
　
第
9
8
号
　
令
和
４
年
９
月
1
5
日
発
行
　
　
編
集
・
発
行
社
会
福
祉
法
人
　
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
お
詫
び
と
訂
正
】

と
お
の
社
協
福
祉
だ
よ
り
第
97
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
と

お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

Ｐ

10

寄
付
者
名

（
誤
）
昆
野
八
重
子

様

（
正
）
昆
野
八
百
子

様

奥
の
細
道
題
材
「
溽
暑
」

（
誤
）
じ
ゅ
く
し
ょ

（
正
）
じ
ょ
く
し
ょ

奥
の
細
道

菊
池
昭
夫

様
は

（
誤
）
青
笹
町

（
正
）
小
友
町

綾織民児協、民児ＯＢ会、他有志　様

カットウエス 1,500枚

フェイスタオル　100枚

◆
八
月
ま
で
の
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

【
遠
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

花
巻
清
風
支
援
学
校
遠
野
分
教
室
中
学
部

（
草
取
り
等
）

【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
上
郷
】

ハ
ー
ト
の
会
・
更
生
保
護
女
性
の
会

（
花
壇
の
手
入
れ
、
花
植
え
）

遠
野
東
中
学
校

生
徒
10
名

教
師
１
名

（
草
取
り
）

柿

沼

博

一

様

田

代

栄

一

様

（
草
刈
り
）

【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
小
友
】

菊

池

憲

様

菊

池

康

夫

様

（
草
刈
り
）

寄附　内舘　充幸　様

５０，０００円




